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町政を問う 一般 質問

　

今
後
児
童
数
の

減
少
傾
向
は
避
け

ら
れ
な
い
問
題
で
あ
る
。

　

ス
ク
ー
ル
バ
ス
の
集
合

場
所
を
旧
小
学
校
に
す

れ
ば
い
ろ
い
ろ
な
問
題
が

す
っ
き
り
す
る
の
で
は
。

　

ス
ク
ー
ル

バ
ス
の
運
行

に
つ
い
て
は
、
小
学
校
新

設
開
校
準
備
委
員
会
や
保

護
者
、各
地
区
の
代
表
者
、

学
校
関
係
者
な
ど
に
よ
る

検
討
委
員
会
で
決
定
し
た

経
緯
が
あ
る
。
安
全
確
保

を
第
一
に
、
通
学
時
間
や

利
便
性
な
ど
時
間
を
か
け

て
慎
重
に
総
合
的
に
検
討

し
て
い
く
。

児
童
に
つ
い
て
バ
ス
を
利

用
し
た
い
と
い
う
要
望
が

あ
っ
た
と
聞
く
が
、
ど
う

な
っ
て
い
る
か
。

　

ス
ク
ー
ル

バ
ス
に
つ
い

て
は
、
国
見
小
学
校
新
設

開
校
準
備
委
員
会
で
話
し

合
わ
れ
た
結
果
に
基
づ
い

て
運
行
し
て
い
る
も
の
。

藤
田
地
区
で
や
や
遠
距
離

の
子
ど
も
も
い
る
が
、
現

在
は
最
初
の
約
束
で
の
運

行
と
な
っ
て
い
る
。

　

大
震
災
後
、
児

童
の
運
動
能
力
の

低
下
や
、
肥
満
傾
向
が
あ

る
と
い
う
調
査
報
告
が
あ

る
が
、
バ
ス
に
よ
る
通
学

と
の
因
果
関
係
は
。

　

因
果
関
係

は
な
い
と
は

言
い
切
れ
な
い
が
、詳
し
い

調
査
デ
ー
タ
は
な
い
の
で

正
確
な
結
論
を
出
す
こ
と

は
困
難
で
あ
る
。

２
便
で
運
行
し
て
い
る
。

　

各
地
区
の
集
合

場
所
は
何
か
所
あ

る
の
か
。

　

集
合
場
所
は
小

坂
３
か
所
、
森
江

野
６
か
所
、
大
木
戸
５
か

所
、
大
枝
４
か
所
の
計
18

か
所
と
な
っ
て
い
る
。

　

こ
れ
ま
で
バ
ス

の
運
行
ル
ー
ト
を

変
更
し
た
こ
と
は
あ
る
か
。

　

平
成
27
年
３

月
、
児
童
数
の
減

少
に
よ
り
変
更
し
て
い
る
。

　

藤
田
地
区
で
遠

く
か
ら
通
学
す
る

　

バ
ス
の
台
数
は

６
台
、
ル
ー
ト
は

６
ル
ー
ト
で
運
行
し
て
い

る
。
登
校
時
は
始
発
が
７

時
20
分
か
ら
25
分
頃
、
国

見
小
学
校
着
が
７
時
45
分

で
乗
車
時
間
は
20
分
程
度

と
な
っ
て
い
る
。
下
校
時

は
学
年
や
曜
日
に
よ
っ
て

時
間
が
異
な
る
た
め
、
原

則
と
し
て
、
国
見
小
発
が

14
時
15
分
と
15
時
50
分
の

　

小
学
校
が
統

合
さ
れ
て
ス
ク
ー

ル
バ
ス
の
利
用
が
始
ま
っ

て
か
ら
３
年
が
経
過
し
、

児
童
数
の
減
少
に
よ
る
ス

ク
ー
ル
バ
ス
の
路
線
変
更

な
ど
対
応
す
べ
き
問
題
も

発
生
し
て
き
て
い
る
。

　

現
在
の
バ
ス
の
運
行
台

数
、
各
地
区
運
行
ル
ー
ト

の
送
迎
時
間
は
。
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東
北
本
線
列
車

の
増
発
や
運
行
時

間
の
間
隔
の
調
整
を
望
む

声
が
あ
る
が
、
町
と
し
て

の
対
応
は
。

　

町
に
藤
田
駅
と

貝
田
駅
が
あ
り
、

交
通
の
利
便
性
が
高
い

が
、
藤
田
駅
の
乗
降
客
数

は
１
日
平
均
１
４
０
０
人

前
後
で
多
い
と
は
言
え
な

い
状
況
で
あ
る
。
そ
の
よ

う
な
中
で
Ｊ
Ｒ
東
日
本
か

ら
、「
利
用
者
も
横
ば
い
で

あ
り
、
増
発
は
難
し
く
利

用
状
況
に
応
じ
て
編
成
し

て
い
く
」
と
の
回
答
だ
っ

た
。
東
北
本
線
の
果
た
す

公
共
交
通
と
し
て
の
使
命

や
町
民
の
利
便
性
を
は
か

る
観
点
か
ら
、
引
き
続
き

列
車
増
発
な
ど
の
要
望
を

し
て
い
き
た
い
。

　

藤
田
駅
前
の
町

内
名
所
旧
跡
な
ど

の
案
内
立
て
看
板
が
見
づ

ら
い
と
の
声
が
あ
る
が
、

塗
り
替
え
は
で
き
な
い
か
。

　

全
体
的
に

色
が
抜
け
て

き
て
い
る
状
況
は
把
握
し

て
い
る
。
今
年
度
、
地
方

創
生
先
行
事
業
と
し
て
看

板
や
案
内
表
示
、パ
ッ
ケ
ー

ジ
な
ど
を
統
一
感
の
あ
る

デ
ザ
イ
ン
に
ま
と
め
る
こ

と
に
し
て
い
る
。
そ
の
成

果
を
ベ
ー
ス
に
案
内
看
板

な
ど
の
整
備
に
つ
い
て
ブ

ラ
ン
デ
ィ
ン
グ
の
効
果
や

必
要
性
を
含
め
て
検
討
し

て
い
く
。　

藤
田
駅
前
の
町

の
駅
前
倉
庫
駐
車

場
に
公
営
駐
車
場
の
立
て

看
板
は
設
置
で
き
な
い
か
。

　

町
の
保
存
文
書

を
保
管
す
る
駅
前

倉
庫
と
同
様
に
駐
車
場
も

「
行
政
財
産
」
で
あ
る
。
役

場
の
業
務
に
利
用
す
る
も

の
で
あ
り
、
公
営
駐
車
場

の
看
板
の
設
置
は
馴
染
ま

な
い
。

　
「
通
勤
・
通
学
で
の
使

用
は
ご
遠
慮
願
い
ま
す
」と

の
看
板
は
設
置
し
て
い
る

が
、
今
ま
で
ど
お
り
藤
田

駅
を
利
用
す
る
町
民
に
は

開
放
し
て
い
く
。

　

国
見
イ
ン
タ
ー

チ
ェ
ン
ジ
付
近
に

大
き
な
看
板
を
設
置
し
て

町
を
広
く
宣
伝
し
て
は
ど

う
か
。

　

藤
田
駅
前

の
案
内
立
て

看
板
同
様
、
整
備
に
向
け

て
検
討
し
て
い
く
。

　

光
明
寺
地
区
の

県
営
ほ
場
整
備
推

進
事
業
参
画
に
つ
い
て
、

地
区
の
受
益
者
へ
も
う
一

歩
踏
み
込
ん
で
説
明
会
な

ど
を
開
く
予
定
は
。

　

県
営
ほ
場

整
備
事
業

は
、
国
に
お
け
る
事
業
採

択
ま
で
に
最
低
２
年
か
ら

３
年
の
準
備
期
間
が
必
要

で
あ
る
。
採
択
の
前
提
と

な
る
調
査
が
平
成
26
年
度

ま
で
に
終
了
し
て
い
る
こ

と
、
今
回
の
事
業
は
放
射

能
物
質
汚
染
対
策
か
ら
の

復
興
事
業
で
あ
り
平
成
32

年
度
ま
で
の
期
間
限
定
で

本
年
中
の
国

へ
の
申
請
が

必
要
な
こ
と

な
ど
か
ら
、

今
回
の
事
業

に
再
度
光
明

寺
地
区
を
加

え
る
こ
と
は

不
可
能
で
あ

り
、
現
段
階

で
新
た
に
説

明
会
を
開
催

す
る
予
定
は

な
い
。
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